
　
三
月
二
十
六
日

　
九
時
四
〇
分
国
分
寺
岡
邸
。
八
大
建
設
西
山
社
長
と
。
十
一
時
過
高
幡
不

動
尊
金
剛
寺
へ
。
西
山
さ
ん
の
手
引
き
に
て
貫
主
川
澄
祐
勝
氏
に
お
目
に
か

か
る
。
院
生
の
頃
渡
辺
保
忠
先
生
が
高
幡
不
動
の
五
重
塔
を
手
が
け
て
い
て
、

さ
ん
ざ
ん
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
柴
又
の
フ
ー
テ
ン
の
寅
み
た
い
に
御
前
さ
ま
、

御
前
さ
ま
と
当
時
の
貫
主
秋
山
氏
の
話
を
さ
れ
て
い
た
。
川
澄
貫
主
は
保
忠

さ
ん
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
っ
た
秋
山
貫
主
か
ら
数
え
て
三
代
目
の
貫
主
で

あ
る
。
時
は
巡
る
。
渡
辺
保
忠
の
五
重
塔
は
時
を
い
さ
さ
か
経
て
、
立
派
な

建
築
に
な
っ
て
い
た
。
十
四
時
研
究
室
。
今
日
は
Ｂ
邸
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で

誰
も
居
な
い
。
仕
方
な
い
が
、
困
っ
た
も
の
だ
。
Ｏ
邸
の
件
で
九
州
の
工
務

店
そ
の
他
と
連
絡
と
る
。
十
五
時
過
広
島
の
木
本
君
来
室
。
便
り
の
や
り
取

り
を
し
て
い
た
の
で
、
実
物
の
本
人
に
会
っ
て
も
、
オ
ー
久
し
振
り
！
と
い

う
感
じ
が
し
な
い
。
十
六
時
四
〇
分
研
究
室
発
。
帰
り
道
で
電
気
の
松
本
隆

先
生
と
会
い
四
方
山
話
し
。
木
本
君
と
新
宿
で
別
れ
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。

唐
突
だ
が
、
い
い
仏
像
が
一
つ
欲
し
い
気
分
だ
な
。
十
九
時
半
迄
野
本
と
電

話
の
や
り
取
り
。
野
本
は
要
領
は
悪
い
し
、
頭
も
固
い
が
、
し
か
し
と
り
敢

え
ず
大
事
な
時
に
研
究
室
に
は
居
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
日
本
、
つ
ま
り
経
済

成
長
無
し
の
社
会
で
は
む
し
ろ
亀
の
野
本
み
た
い
な
人
間
の
方
が
む
し
ろ
可

能
性
を
持
つ
よ
う
な
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
三
月
二
十
七
日
　
日
曜
日

　
十
一
時
半
、
広
島
の
木
本
君
烏
山
に
来
る
。
宗
柳
に
て
昼
食
。
十
四
時
過
、

ネ
パ
ー
ル
料
理
屋
へ
、
は
し
ご
。
十
五
時
過
、
サ
ヨ
ナ
ラ
。

　
三
月
二
十
八
日

　
九
時
半
研
究
室
。
十
時
四
十
五
分
定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

　
Ｂ
邸
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
ス
タ
ッ
フ
に
全
て
任
せ
た
。
八
〇
人
位
の
参
会

者
で
あ
っ
た
と
の
事
。
十
四
時
迄
打
合
わ
せ
。
Ｈ
Ｐ
の
編
集
会
議
を
そ
の
ま

ん
ま
デ
ザ
イ
ン
打
合
わ
せ
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
ゆ
く
方
針
に
皆
ま
だ
と
ま
ど
っ

て
い
る
様
だ
。
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